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iま し カぎ き

3大生活習慣病のうち心疾患と脳血管障害はともに、動脈硬化性血管障害に

由来する疾患である。動脈硬化の最大の原因は高脂血症である o したがって、

心疾患と脳血管障害の発症防止のために、高脂血症の治療法と予防法の確立が

切望されているo 高脂血症にはVLDL (超低密度リポフロテイン)濃度が高

くなる高トリグリセリド血症と、 LDL (低密度リポプロテイン)濃度が高く

なる高コレステロール血症がある。リポプロテインの鼠中濃度は、肝臓からの

VLDLの分泌、分泌後の血液中でのVLDLから LDLへの変換、及び、 L

DLの異化のバランスによって保たれている o したがって、これらのリポプロ

テインの消長に関わる各過程を調節することにより高脂血症の治療法及び予防

法の開発が可能となる。特に、肝臓から血液へのVLDL分泌の抑制は、高V

LDL血症と高LDL血症の両方に有効な方策であると考えられる o このよう

な考え方のもとに、申請者は本研究を行った。
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